ソーシャルキャピタルと高齢者の歯の喪失のコホート研究 by 小山  史穂子
ソーシャルキャピタルと高齢者の歯の喪失のコホー
ト研究











そこで，本研究では 2 時点パネルデータを用いて個人単位，地域単位の SC と口腔の健康状態の因果
関係について検討した。
方法：本研究は日本老年学的評価研究 JAGES(Japan Gerontological Evaluation study) プロジェク




因子分析を行った。その結果から地域の SC は，社会参加頻度を基にした構造的 SC と居住地域におけ
る信頼，互酬性，愛着を基にした認知的 SC という 2 因子を算出し，それらの因子の因子得点を地域
の SC として使用した。調整変数は性，年齢，学歴，2010 年度調査の所得，都市度，地域の歯科医師数，
歯の本数とした。
結果：回答者の平均年齢は 73.1 歳で 2010 年度調査から 2013 年度調査にかけて，歯を喪失した者は
8.2％（N=4,192）であった。個人の SC が高い者，構造的 SC が高い地域は，良好な口腔の状態である
ことがわかった。趣味の会への参加頻度が週一回未満の者に対して，週一回以上の者は 0.89 倍（95％
CI：0.81-0.98）（p=0.018）歯を喪失する者が少ないことと有意に関連していた。地域の SC については
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結論：大規模前向きコホート研究を行い，個人の SC，小学校区などの小地域ごとの地域の SC と口
腔健康の変化について検証し，個人の SC を調整した上でも，地域の SC の構造的 SC は残存歯数の減
少者が少ないことに有意に関連していた。個人レベル SC の趣味の会への社会参加群は歯を喪失する
者が少ないことがわかった。












い者を対象にした 2010 年度と 2013 年度の 2 時点パネルデータを使用した。目的変数は 2013 年度調査
の口腔の状態として，残存歯数の減少を使用し，欠損のない者を解析に用いた（N=51,431）。
回答者の平均年齢は 73.1 歳で 2010 年度調査から 2013 年度調査にかけて，歯を喪失した者は 8.2％
（N=4,192）であった。個人の SC が高い者，構造的 SC が高い地域は，良好な口腔の状態であること
がわかった。趣味の会への参加頻度が週一回未満の者に対して，週一回以上の者は 0.89 倍（95％ CI：
0.81-0.98）（p=0.018）歯を喪失する者が少ないことと有意に関連していた。地域の SC については構造
的 SC の得点が低い地域に対して高い地域では 0.91 倍（95％ CI：0.85-0.97）（p ＝ 0.007）残存歯数の減
少者が少ないことと有意に関連していた。
大規模前向きコホート研究を行い，個人の SC，小学校区などの小地域ごとの地域の SC と口腔健康
の変化について検証し，個人の SC を調整した上でも，地域の SC の構造的 SC は残存歯数の減少者が
少ないことに有意に関連していた。地域の構造的 SC が高いことにより，情報チャンネルの増加や行
動規範の普及促進に働いて，口腔の健康増進につながっている可能性が存在する。心理社会的経路と
して，SC が心理社会的ストレスを減少させることで，歯周疾患のリスク低下により歯の喪失が減少す
る可能性が存在する。
本研究により，社会と口腔の関係を大規模コホートのパネルデータで示した意義は大きく，本論文
が博士（歯学）の学位に相応しいと判定する。
